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諮問庁：法務大臣 

諮問日：平成３０年５月１７日（平成３０年（行個）諮問第８６号） 

答申日：平成３０年１２月１１日（平成３０年度（行個）答申第１５１号） 

事件名：本人に係る特定入国管理局診療室における診療記録の開示決定に関す

る件（保有個人情報の特定） 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

別紙の１に掲げる保有個人情報（以下「本件請求保有個人情報」とい

う。）の開示請求につき，別紙の２に掲げる文書に記録された保有個人情

報（以下「本件対象保有個人情報」という。）を特定し，開示した決定に

ついては，本件対象保有個人情報を特定したことは，妥当である。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律（以下「法」とい

う。）１２条１項の規定に基づく開示請求に対し，平成３０年２月２２日

付け管〇総第１７１号により特定入国管理局長（以下「処分庁」とい

う。）が行った開示決定について，その取消しを求める。 

２ 審査請求の理由 

（１）審査請求書 

わたしはくすりのなまえをあわせてかいじしてほしいとおねがいした

のに そのじょうほうがない。しんさせいきゅうとてつづきがありけっ

ていにふふくがあればてつづきできる。 

（２）意見書 

わたしは，しんょりうしつでくすりをでぬってもらてテープをはっ 

てもらいました。でもしんりょうきろくにはかいていません。わたし

は，くすりとテープのなまえをしりたいです。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

１ 本件経緯 

（１）審査請求人は，処分庁に対し，平成３０年１月２６日（受付同日），

法の規定に基づき，開示を請求する保有個人情報を別紙の１のとおりと

して，保有個人情報開示請求を行った。 

（２）当該開示請求に対し，処分庁は，対象文書（原文ママ。以下第３にお

いて同じ。）を別紙の２と特定し，全部開示とする原処分を行った。 
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（３）本件は，この原処分について，平成３０年４月２日，諮問庁に対し

て審査請求がなされたものである。 

２ 審査請求人の主張の要旨 

審査請求人は，受傷した特定部位について，特定入国管理局診療室にお

いて診療を受けた際，当該受傷部分に薬を塗られたとし，その薬品名の開

示を求めていたところ，開示された診療記録に薬品名が記載されていなか

ったことから，原処分を取り消す裁決を求めている。 

３ 諮問庁の考え方 

（１）被収容者（入国者収容所等の被収容者を指す。以下同じ。）の傷病に

係る措置について 

被収容者の傷病については，被収容者処遇規則３０条１項の規定によ

り，「所長等は，被収容者がり病し，又は負傷したときは，医師の診療

を受けさせ，病状により適当な措置を講じなければならない。」とされ

ており，本件診療は，同規定に基づき行われたものである。 

（２）診療における処置内容について 

本件請求に係る特定部位受傷部分の診療については，特定入国管理局

診療室において特定年月日Ｂに行われたものであるところ，その処置内

容は，「患部を生理食塩液で洗浄し，乾いた布で拭き取った上で特定医

療用テープ（防水伸縮性テープ）を患部に貼付」というものであり，薬

による処置や薬の処方はなされていない。 

審査請求人は，この診療の際に「薬を塗られた。」旨主張しているが，

その事実自体がなかったものである。 

なお，審査請求人は，特定年月日Ｂ以外に，当該特定部位受傷部分に

ついての診療は受けていない。 

（３）対象文書の記載内容について 

本件対象文書は，特定入国管理局診療室において作成された診療記録

であるところ，本件請求に係る特定年月日Ｂの診療の際，薬による処置

や薬の処方はなされていないのだから，当該診療記録の同日の欄には，

特定医療用テープ（防水伸縮性テープ）で処置した旨の記載があるのみ

であり，当然，薬品名の記載はない。 

４ 結論 

以上のとおり，原処分において，当該保有個人情報開示請求に該当する

対象文書は全て開示しており，本件審査請求は理由がないことから，原処

分を維持し，審査請求を棄却することが相当である。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 
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① 平成３０年５月１７日   諮問の受理 

② 同日           諮問庁から理由説明書を収受 

③ 同年６月６日       審査請求人から意見書を収受 

④ 同年１１月９日      審議 

⑤ 同年１２月７日      審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件開示請求について 

本件開示請求は，本件請求保有個人情報の開示を求めるものであると

ころ，処分庁は，本件対象保有個人情報を特定し，全部開示する原処分

を行った。これに対し，審査請求人は，開示を求めていた文書が開示さ

れておらず，存在するはずの文書が特定されていない旨主張し，原処分

の取消しを求めていると解されるが，諮問庁は，原処分を妥当としてい

ることから，以下，本件対象保有個人情報の特定の妥当性について検討

する。 

２ 本件対象保有個人情報の特定の妥当性について 

（１）諮問庁の説明の要旨 

   本件対象保有個人情報の保有の有無に関する諮問庁の説明は，上記第

３の３のとおりである。なお，当審査会事務局職員をして諮問庁に確認

させたところ，特定年月日Ｂに審査請求人の診療に当たったのは，特定

入国管理局診療室に勤務する医師であるとのことである。 

（２）検討 

  ア 審査請求人の主張は，特定年月日Ｂに特定入国管理局診療室で診療

を受けた際に，審査請求人の特定部位の受傷部分に塗られた薬品名が

記載された文書があるはずであるとして，当該文書に記録された保有

個人情報（以下「請求対象保有個人情報」という。）の開示を求める

ものと解される。 

  イ 被収容者処遇規則３０条１項の規定によれば，被収容者の傷病に係

る措置については，上記第３の３（１）の諮問庁の説明のとおり定め

られている。そして，当審査会において，諮問書に添付された「診療

記録」と題する文書（写し）を確認したところによると，当該文書は，

特定入国管理局診療室における被収容者である審査請求人の診療に関

して作成された診療記録であると認められるところ，当該診療記録に

ある特定年月日Ｂに行われた診療は，当該診療内容等に照らし，審査

請求人の特定年月日Ａの特定部位の受傷に関するものであると推認さ

れる。 

ウ そうすると，被収容者が負傷等したときは，所長等は医師の診察を
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受けさせ，病状により適当な措置を講じなければならず，その診療内

容については，当該医師により診療記録に記載されるものと考えられ

るところ，当該診療記録の記載内容をみると，その「経過・処方及び

措置」欄には，審査請求人に係る特定年月日Ｂの診療記録として「特

定部位に長３ｃｍ位，幅２ｍｍ位のサッカ傷あり．出血（±）（当審

査会事務局職員をして諮問庁に確認させたところによると，止血して

出血していない状態を意味するものである。）．縫合希望するが，特

定医療用テープにて処置」と記載されているが，その際に薬を使用し

た旨の記載はないと認められる。 

 また，審査請求人において，特定入国管理局診療室で特定部位に

薬を塗るという診療行為を受けた旨を記載した文書が存在すること

を裏付ける具体的な根拠を示しているとはいえず，その他，審査請

求人に対してそのような診療行為が行われたことを記載した文書が

存在することをうかがわせる特段の事情も認められない。 

エ 念のため，当審査会事務局職員をして，請求対象保有個人情報の探

索の方法及び範囲について諮問庁に確認させたところ，処分庁におい

ては，原処分に当たって，特定入国管理局の診療室及び担当部署（同

局総務課）において，書棚，書庫，担当職員の机の中，パソコン内の

電子データ等を探索したが，請求対象保有個人情報の存在は確認でき

ず，さらに，本件審査請求後，改めて探索したが，請求対象保有個人

情報の存在は確認できなかったとのことであり，このような探索の方

法及び範囲に問題はないと認められる。 

オ したがって，請求対象保有個人情報は存在せず，特定入国管理局に

おいてこれを保有していない旨の諮問庁の説明は，首肯できるから，

特定入国管理局において，本件対象保有個人情報の外に，開示請求の

対象として特定すべき保有個人情報を保有しているとは認められない。 

３ 本件開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件請求保有個人情報の開示請求につき，本件対象保

有個人情報を特定し，開示した決定については，特定入国管理局において，

本件対象保有個人情報の外に開示請求の対象として特定すべき保有個人情

報を保有しているとは認められないので，本件対象保有個人情報を特定し

たことは，妥当であると判断した。 

（第１部会） 

委員 岡田雄一，委員 池田陽子，委員 下井康史 
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別紙 

 

１ 本件請求保有個人情報 

「２８ねん５がつくらい にゅうかんのどくたーへいったひにち特定部位

にぬってもらったくすりのなまえ特定部位にはったテープのなまえ」に記録

された保有個人情報 

 

２ 本件対象保有個人情報が記録された文書 

「特定年月日Ａに特定部位を受傷した後，特定入国管理局診療室において

当該受傷部分に係る診療を受けた際に当該受傷部分に関して記載された診療

記録」 

 

 


